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教育部 目標 
 
【概要】 
  教育部は、教育総務課・学校教育課・生涯学習課・公民館の４課で構成し、教育委員会

の事務局、学校給食、学校教育の推進、生涯学習・社会教育の振興、文化財の保存・活

用、社会体育の振興に関する施策に取り組んでいます。 

教育部の目標（平成28年度） 教育部長 能城 雅幸 

【基本方向】 

 未来を託せる子どもたちの生きる力と健やかな精神を育むため、教育環境を整備し、地

域と連携して地域の特色ある教育による、ふるさとに愛着を持つ子どもの育成を図りま

す。市民一人ひとりが生涯にわたって、健康で自由に学び続けることができる社会を目指

し、多様な学習機会の拡充と学習情報の提供を行い、地域における生涯学習活動とスポー

ツ・レクリエーションの振興を図ります。 

【達成すべき目標】 

１ 学校施設整備基本計画の策定 

 学校施設の長期的な活用のため、小中学

校の再配置計画を検討し、年度末までに各

学校の整備方針を立て、計画を策定する。 

 

 

２ 旧関豊小学校の跡地利用 

 旧関豊小学校の跡地の有効利用を図るた

め、提案を募集し、市及び地元にとって最

良な提案者を年度末までに決定する。 

 

３ 生涯学習バスの更新及び運用形態の見

直し 

 利用者の安全確保のため老朽化している

２台のバスを年度末までに廃車し、新車バ

スを１台購入する。また、１台になること

から運用形態を見直し、委託契約等の条件

整備を行う。 

 

４ 中央公民館、富津公民館、市民会館 

での新規学級・講座の開設 

 市民の学習意欲を喚起するような新しい

学級・講座を毎年４学級以上開設し、生涯

学習の充実を図る。 

 

【目標の達成度】 

１ 学校施設整備基本計画の策定 
富津市小中学校再配置計画の策定に期間

を要し、学校施設整備基本計画の策定までに

至らなかった。 
 
 

２ 旧関豊小学校の跡地利用 
旧関豊小学校跡地については、跡地活用事

業者提案競技を実施し、土地、建物の売却が完

了した。 
 

３ 生涯学習バスの更新及び運用形態の見

直し 

 既存の２台のバスを売却処分し、新車バ

ス１台を購入した。また、１台体制に合わ

せて運用形態等を見直し、運用規則を改定

した。その内容を来年度からの委託契約に

反映する。 

 
４ 中央公民館、富津公民館、市民会館  

での新規学級・講座の開設 

 平成２８年度は、３館４８教室の内、新規

の学級を９教室開設。平成２９年度は、４９

教室の内、新規学級を５教室開設し、生涯学

習の充実を図る。 
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教育総務課 目標 
 
【概要】 
  教育総務課は、庶務係・給食係の２係９名で構成し、教育委員会会議、教育行政の施策

総括、学校施設の整備・補修、教育財産の管理、学校給食、給食施設の維持管理に取り組

んでいます。 

教育総務課の目標（平成28年度） 教育総務課長 鶴岡 正義 

【基本方向】 

教育委員会の活動について積極的に情報提供し、教育行政について周知を図ります。 

学校施設を安全で快適な教育環境に整備することで、児童生徒や地域住民にとって、安

全・安心して利用できる施設にします。 

おいしい給食が提供できるように安全で衛生的な調理場環境を整備するとともに、食育

に役立つ情報を提供します。 

【達成すべき目標】 

１ 学校施設整備基本計画の策定 

 学校施設等の老朽化の状況調査及び分析

をし、学校施設再配置計画を踏まえたなか

で整備等の優先順位を定め、適切な実施計

画や改修規模及び必要な経費などに係る学

校施設整備基本計画を年度末までに策定す

る。 

 

２ 廃校等跡地利用の検討 

① 旧関豊小学校跡地について、跡地活 

用事業者提案競技募集要領に基づき年度末

までに売却する。 

② 旧環南小学校跡地について、利活用 

方法の検討及び土地等の処理に係る概算経

費を算出し、年度末までに利活用検討書の

素案をまとめる。 

  

３ 学校給食施設の整備 

 富津市学校給食施設整備の指針で定めた

第２期計画に基づき①全ての調理場を統合

し、新たな共同調理場を建設するか②単独

調理場を２共同調理場に統合するかについ

て費用や期間、安全性を加味した中で、整

備方針（素案）を年度末までに作成する。 

【目標の達成度】 

１ 学校施設整備基本計画の策定 
 富津市小中学校再配置計画の策定に期間

を要し、学校施設整備基本計画の策定までに

至らなかった。 
 
 
 
 
２ 廃校等跡地利用の検討 

① 旧関豊小学校跡地については、跡地活 
用事業者提案競技を実施し、土地、建物の売却

が完了した。 
② 旧環南小学校跡地について、利活用 

方法の検討及び土地等の処理に係る概算経

費を算出し、利活用検討書の素案を作成し

た。 
 
３ 学校給食施設の整備 
 富津市学校給食施設整備の指針で定めた

第２期計画に基づき①全ての調理場を統合

し、新たな共同調理場を建設するか②単独調

理場を２共同調理場に統合するかについて

費用や期間、安全性を加味した中で、整備方

針（素案）を作成した。 
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学校教育課 目標 
【概要】 

学校教育課は、教育センター・学務係の１室１係１１名で構成し、学校教育の推進、児童

生徒の就学・通学区域、幼稚園就園奨励、教育の実践指導、教育資料の収集・作成、教育相談

に取り組んでいます。 
学校教育課の目標（平成28年度） 学校教育課長 今 井 常 夫 

【基本方向】 

子どもたちの生きる力と健やかな精神を育むため、「富津を愛し、富津の未来を託せる児

童･生徒の育成」を図ります。健康安全に係る事業や就学支援事業、就学指導事業等を通し

て、児童生徒にとって安全安心な教育環境の整備を図ります。県費負担教職員の服務の厳

正を図るとともに、円滑な人事異動について南房総教育事務所との連携のもとに行います。 
【達成すべき目標】 

１ 小･中学校の再配置計画の策定 

学校施設整備基本計画との調整を図りな

がら、再配置構想にある統合対象の小中学

校の統合年度及びスケジュールを関係部局

で28年度末までに意見統一を図り小･中学校

の再配置計画の策定をする。 

 

 

 

２ 教職員の服務に関すること 

不祥事根絶に向けて具体的な事例を基に

学校への訪問や会議などを通して指導し、

学校職員に周知徹底させることによって、

高い倫理観の意識を継続させることで、不

祥事ゼロをめざす。 

 

 

３ 教職員の人事に関する事務 

市内小中学校長との面談や訪問等を通し

て、各学校の実態を把握するとともに、市

内全体の職員の配置状況を加味しながら南

房総教育事務所との調整を行いながら平成

29年3月までに個々の異動について検討し、

市内16校の教職員の平成28年度末人事異動

を進めることで、市内小中学校が校内組織

を活性化し、今日的な教育課題に積極的に

取り組むとともに、市民に信頼される学校

【目標の達成度】 

１ 小･中学校の再配置計画の策定 

再配置計画(案)については、関係部局との

調整を図りながら作成することができた。第

１回目の保護者説明会、地域説明会を終了

し、現在、第２回目の説明会を実施してい

る。今後、保護者アンケートの結果や説明会

での状況から判断して定例教育委員会議に諮

り実施計画としていく予定である。 

 

２ 教職員の服務に関すること 

県内での教職員による不祥事については、

各学校に周知するとともに、未然防止につい

て校長会議や訪問の都度、依頼を行った。ま

た、不祥事防止チェックリストにより全職員

の意識を高めた。本市における不祥事はなか

った。 

 

３ 教職員の人事に関する事務 

各学校からの次年度の学校経営目標具現化

のための人事要望について、教育長面接や学

校訪問によって情報を収集し、南房総教育事

務所との調整を行った。平成28年度末人事異

動では、校長４名、教頭１名、教諭８名、

養護教諭１名、事務職１名の退職、市外へ

の異動３３名、新規採用者１２名、市外･行

政からの異動２７名、市内での異動２６名

であった。 
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づくりや特色ある学校づくりを推進する。 
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教育センター 目標 
 
【概要】 

教育センターは、担務制４名体制で、教育の実践指導、教育関係職員の研修、教育資料

の収集及び作成、教育相談など教育振興上必要な事項に取り組んでいます。 

教育センターの目標（平成28年度） 教育センター所長 竹谷  覚治 

【基本方向】 

 子どもたちの生きる力と健やかな精神を育むため、「富津を愛し、富津の未来を託せる児

童・生徒の育成」を図ります。 

【達成すべき目標】 

１ きめ細かな学校教育の推進 

  層別研修会の実施、充実を図り教職員の 

力量の向上につとめる。 

   初任者研修会（４月、８月） 

  二年目教員研修会（年４回） 

  指導補助教員等研修会（６月、１月） 

  管理運営研修会（６月、７月、１月） 

  夏季教職員研修会（10回） 

  以上の研修を年間を通して計画的に実 

施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【目標の達成度】 

１ きめ細かな学校教育の推進 

層別研修会や夏季研修会では教育現場の

要望を踏まえ、講師や講座の内容を選定

し、実施した。夏季研修講座では希望研修

ながら、のべ３６４名の参加があった。 
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生涯学習課 目標 
 
【概要】 
  生涯学習課は、社会教育係・文化係・スポーツ振興係の３係１０名で構成し、生涯学

習・社会教育の振興、青少年健全育成、移動図書館、生涯学習バスの運行、文化財の調

査・保護・活用、体育施設の管理・運営、社会体育の振興、社会体育関係団体・指導者の

指導・育成、スポーツ・レクリエーションの推進に取り組んでいます。 

生涯学習課の目標（平成28年度） 生涯学習課長 山口 芳郎 

【基本方向】 

市民一人ひとりが生涯を通して、いつでも、どこでも、誰でも楽しく学ぶことができる

環境を整え、喜びあふれる心豊かで健康な市民生活と活力ある社会の実現に寄与します。 

【達成すべき目標】 

１ 生涯学習バスの更新及び運用形態の見

直し 

 利用者の安全を確保するため老朽化した

現行の２台のバスを今年度で廃車し、新た

に１台購入する。また、台数削減によるサ

ービスの低下を抑えるよう運用形態を見直

し業務委託契約等の条件を整備する。 

 

 

２ 図書館機能の整備 

 公民館・市民会館の図書室及び移動図書

館車等の充実や、公共施設の活用も含めた

図書館の設置について、社会教育委員会議

に部会を設け、調査検討を進める。 

 

３ 文化財の保存・活用 

 出土品の有効活用を図るため、本年度中

に富津公民館ふるさと展示室の展示物を一

部入れ換え、庁舎の敷地から出土した遺物

を中心に庁内で展示して、市民の文化財へ

の関心と保存への理解を喚起し、郷土愛を

育む一助とする。 

 

４ スポーツ・レクリエーションの振興 

スポーツ推進委員、スポーツ・レクリエ

ーション推進員との更なる連携強化によ

り、新たな競技種目を取り入れるなどし

て、年間行事参加総数の増を目指す。 

 

【目標の達成度】 

１ 生涯学習バスの更新及び運用形態の見

直し 

 既存の２台のバスのうち１台を11月末の

車検満了時に、もう１台を２月９日に納車

した新車と入れ替えに売却処分した。ま

た、１台体制に合わせて運用形態等を見直

し、運用規則を改定した。改定内容は来年

度からの委託契約の仕様に反映される。 

 

２ 図書館機能の整備 

 社会教育委員会議に図書部会を設け、自

主研修を経て、調査検討を開始した。 

 

 

３ 文化財の保存・活用 

 富津公民館ふるさと展示室の展示物の一

部入れ替えを行うとともに、庁舎建設に伴

い発掘調査した打越遺跡の出土品を、１階

ロビーで展示した。 

 

 

４ スポーツ・レクリエーションの振興 

 ふれあいスポーツフェスタでは、実行委

員会で検討し新たな取組を行った。 

 ニュースポーツ教室で行ってきた「ペタ

ンク」を今後、紹介の場を検討し普及を図

る。 
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公民館 目標 
【概要】 
  公民館は、中央公民館係・富津公民館係・市民会館係の３係８名で構成し、公民館・市

民会館の管理運営・社会教育事業に取り組んでいます。 

公民館の目標（平成28年度） 公民館長 鈴木 宣夫 

【基本方向】 

 地域社会との連携を図るとともに、生涯学習施設の拠点として、いつでも、どこでも、

だれもが、生涯を通じて楽しく学ぶことのできる充実した環境を提供します。 

【達成すべき目標】 

１ 公民館、市民会館学級講座の開設 

 平成２８年度は、３館合計で４８の学級

講座を実施している。 

 市民の生活課題や地域社会の共通課題を

把握するとともに、多様化する市民ニーズ

に対応した学級講座を提供し、だれもが参

加しやすい環境づくりを図ることによっ

て、毎年４つ以上の新規学級講座を目標値 

として、平成２９年度学級講座に反映する。 

 

２ 市民文化祭事業の振興 

 実行委員会にてより充実した文化祭が開

催できるように参加者を掘り起こしていく

とともに円滑に実施できるようにサポート

し、出演・出展者数３，５００人を目標値

とする。 

 

３ 成人式事業の開催 

 公民館運営審議会等で意見を反映した式

典を開催し、当該年度に新たに２０歳になっ

た市内在住者及び市内中学校卒業生の 

７８％の参加を目標値とする。 

 

 

４ 公共施設等個別施設計画の作成 

 市民がいつでも、どこでも、だれでも学

ぶことができる充実した施設を提供するこ

とを目指して、今年度中に、公共施設再配

置推進計画の策定に向けて、公民館・市民

会館の個別施設計画を作成する。 

【目標の達成度】 

１ 公民館、市民会館学級講座の開設  

 平成２８年度は、３館合計で４８の学級

講座（内、新規９）を実施し目標値を達成

することができた。 

 平成２９年度、３館合計で４９の学級講

座（内、新規５）の開設を予定し、生涯学

習の充実を図る。 

 

 

 

２ 市民文化祭事業の振興 

11月3日から11月6日迄の4日間、富津市民文

化祭を開催し、参観者数18,114人（前年

17,469人）出演・出展者数3,660人（前年

3,590人）多くの人達の参加があり、目標値

を達成することができた。 

 

３ 成人式事業の開催 

 平成 29年 1月 8 日（日）富津公民館ホー

ルにて実施され、新成人該当者 483 人の

内、出席者数 351 人で出席率 72.6％で、目

標値（78％）を達成することはできなかっ

たが、落ち着いた成人式となった。 

 

４ 公共施設等個別施設計画の作成 

 公民館・市民会館について、個別施設計

画策定の前段となる推進計画必須記載項目

を作成した。 
 

 


